
図 2  237Np の捕獲反応による γ 線スペクトル (Ref. [1])
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京都大学臨界集合体実験装置（KUCA）において、未臨界体系（固体減速架台：A 架台）と陽子加速器（100 

MeV 陽子）を組み合わせた加速器駆動システム（ADS）によるマイナーアクチノイド（MA）の照射実験

を行い、ADS による MA の核変換技術の原理を実験的に実証した。 
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1. 緒言： KUCA において、外部中性子源（100 MeV 陽子の Pb-Bi ターゲットへの入射に伴い発生する高

エネルギー中性子）と固体減速架台（A 架台）を用いて ADS を構成し、ADS による MA（237Np および 241Am）

の照射実験を行った。そこでは、MA の核分裂反応および捕獲反応を確認し、ADS による MA の核変換技

術の原理実証に成功した。 

2. 研究の内容：MA 照射実験では、test foil（237Np または 241Am）と reference foil（235U）を同時に添付し

た背中合わせ型  (BTB) Fission Chamber を炉心中心に設置し、外部中性子源を用いて炉心の出力を

1.35±0.07 W に維持して 4 時間照射した。制御棒挿入によって得られた炉心の未臨界度は 225±10 pcm で、

中性子束は (1.82±0.09)×107 s-1 cm-2であった。図 1 に 241Am の核分裂反応によって得られた波高分布、図

2 に 237Np の捕獲反応によって得られた γ 線スペクトルの測定結果を示す。図 1 および 2 から推定した

237Np/235U (0.048±0.001)、241Am/235U (0.035±0.003) および 237Np/197Au (1.88±0.28) の実験値 [1] を MA の

臨界照射実験 [2] と比較した結果、ADS による MA 照射実験の妥当性を確認することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 結語：KUCA において未臨界状態における ADS による MA の核変換技術の応用に関する照射実験を行

った。235U（核分裂反応）および 197Au（捕獲反応）を用いて 237Np および 241Am の核分裂反応率比および

捕獲反応率比を測定し臨界状態での結果と比較した結果、ADS による MA の核変換を実験的に確認した。

今後の課題として、MA 断面積の核データ起因による反応率比の不確かさの解析を挙げることができる。 
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図 1  241Am の核分裂反応の波高分布 (Ref. [1])
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